閉会の挨拶 by 三上,昭彦
4．閉　会
司会　パネリストの方々、どうもありがとう
ございました。予定の時間が来ましたので、
最後に閉会の挨拶ということで、教職課程主
任・文学部教授の三上先生お願いいたします。
三　上　昭　彦
（明治大学教職課程主任・文学部教授）
　きょうは、非常に長い間にわたり熱心にご
参加いただきまして、ありがとうございまし
た。
　朝からこういう天気でしたので、どのぐら
いの方に参加いただけるのかなと、ちょっと
心配はしておりましたけれども、阪田先生の
“適切な仕掛け”もあったようで、ちょうど
この教室には適当な人数であったように思い
ます。
　特に、基調講演をしていただきました高山
先生には、ほかの会合をキャンセルしてこち
らを優先していただいたということで、あら
ためて感謝を申し上げたいと思います。
　また、シンポジュウムのパネリストを務め
ていただいた、山家さん、坂口さん、それか
ら三枝先生、本当にありがとうございました。
　すでに他の方も触れられましたけれども、
明治大学というのは、私も来て30年近くにな
るのですが、やることが一つ一っ遅いという
のが特徴のようです。この司書課程・司書教
諭課程の設置もその一例かと思います。実は
図書館年鑑などによりますと、明治大学は、
なんと1950年だったと思いますが、図書館学
という講義を置いたらしいのです。戦後の、
国公私立の大学の中では図書館学の授業を置
いた一番早い部類に属するはずです。それか
らもう半世紀たっているわけです。いろいろ
その間に努力はあったようですけれども、半
世紀たったちょうど今年に、ほかの大学に比
べて3周も4周も遅れていると思いますが、
ともかくも本日こうして出発のための記念の
講演会が持てたということです。
　遅れて出発した者にはそれなりの有利なと
ころもあるかもしれません。これまで多くの
既設の大学の経験に大いに学んで、より充実
したものをつくっていくことができるのでは
ないかと思います。そういう意味では、今日
の記念講演会およびシンポジュウムは、多く
の示唆と言いますか、ヒントを私たちに与え
てくれたのではないかと思うのです。
　一言付け加えさせていただきたいと思うの
ですけれども、私の好きな言葉に「真理がわ
れらを自由にする」という言葉がございます。
これは、もともとは新約聖書の中に出てくる
言葉のようです。いかにもそうした響きが感
じられると思うのですけれども、　「真理がわ
れらを自由にする」というこの言葉は、実は
日本のれっきとした法律の中にございます。
これは図書館関係の方はすぐおわかりかと思
いますけれども、国立国会図書館法という現
行の法律でございます。普通の六法には出て
こない、よほど大きな六法を見ないと出てき
ませんけれども、その前文に、実はこの言葉
があるのです。
　なぜ聖書の言葉が日本の法律にあるのかな
と疑問を持ちまして、少し調べたり、読んだ
りしましたら、国立国会図書館が発足すると
きに、設立準備の委員長でしたか副委員長の
仕事をやっていたのが、当時参議院議員でも
ありました羽仁五郎という極めて有名な在野
の歴史家でございました。戦前の話ですが彼
がドイッに留学したときに、ドイツのある大
学図書館の玄関の上のところに、この言葉が
書いてあって、それが彼にとってはものすご
く印象的であったようです。そのことが脳裏
にありまして、彼が国立国会図書館の設立準
備にかかわったときに、これだと思ったらし
いのす。ぜひともこの言葉を国立国会図書館
法の前文に入れたいと提案し、確かに入りま
した。それと同時に、国立国会図書館の今や
旧館というのでしょうか、本を私たちが借り
たりするときに申し込むカウンターの上壁に、
確か日本語とギリシャ語で現在でもこの言葉
が刻まれているはずです。
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　そういうふうに考えますと、「真理がわれ
らを自由にする」という言葉は非常に意味の
深い言葉のように思います。私たちの新しく
出発しました二つの課程が、その言葉が示す
ことに一歩でも近づけるような、そういうも
のになっていけたらいいなと思うわけであり
ます。
　今日は、本当にありがとうございました。
（拍手）
司会　どうもありがとうございました。これ
をもちまして、本日の「明治大学司書・司書
教諭課程開設記念講演会」を終わらせていた
だきます。
　今日、ご講演いただきました高山先生、そ
してパネリストの方々にあらためてお礼申し
上げます。どうもありがとうございました。
（拍手）
　　　　　　　　　　　　　　　　一了一
む磯藩灘章躍
・晦譜。冒
　　　潔゜
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